






　
　
　

　
　
　
　  　

 各地区演習日程
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　３月は空気が乾燥し火災が１年で最も発生しやすい時期です。ご家庭でも火の取扱いには十分注意してくだ
さい。また、「春季全国火災予防運動」の期間、次のとおり、市内各地域で火災消火演習を行います。演習地
区のサイレン吹鳴及び消防自動車のサイレンを、火災とお間違いのないようご注意ください。

大口方面団　
山野地区　日　時　３月１日（金）18 時 30 分
　　　　　場　所　山野敬寿園付近
大口地区　日　時　３月１日（金）19 時 30 分
　　　　　場　所　・大口高校北側神池付近
　　　　　　　　　・木ノ氏ＪＡ倉庫東側農道

春季全国火災予防運動 期　間　３月１日（金）～７日（木）
平成 24 年度の標語 『 消すまでは　出ない行かない　離れない 』

銀　　賞　松野凌大（大口東小１年）  　　山下侑心（本城小２年）  　　　木之下彩風（大口小２年）
　　　　　大宮司天星（牛尾小３年）  　　西和真（田中小４年）  　　　　瀬戸口矢奈（羽月小４年）
　　　　　福留彩乃（大口小５年）  　　　御書理央（羽月小５年）  　　　林ひかる（大口東小６年）
　　　　　日髙澄（明光学園１年）  　　　田中萌（明光学園１年）  　　　大川萌子（明光学園２年）
　　　　　田中彩芽（明光学園２年）　　　　

銅　　賞　畑井田龍馬（針持小１年）  　　松井心汰（大口小１年）  　　　木ノ下れんか（羽月小２年）
　　　　　髙嶋天真（南永小２年）  　　　湯田愛梨（本城小２年）  　　　前畑美空（田中小３年）
　　　　　野上田一兵（羽月小３年）  　　坂元依吹（大口小３年）  　　　上原静彩良（山野小４年）
　　　　　鎌田大斗（菱刈小４年）  　　　大川晴（羽月小５年）  　　　　田頭みず紀（針持小５年）
　　　　　瀧元来美（菱刈小６年）  　　　髙濱舶瑛（大口小６年）  　　　前田佳那実（羽月小６年）
　　　　　 森田京楓（明光学園１年）

金　　賞　原口義斗（湯之尾小２年）  　　有満万結香（平出水小３年）  　米森文音（菱刈小４年）
　　　　　田中いぶき（大口小５年）  　　大濱真奈（曽木小６年）

消防長賞　白坂咲人（大口小１年）
　　　　　沖田千春（曽木小６年）
　　　　　西あかね（明光学園３年）

奨 励 賞　上別府たくま（羽月小２年）
　　　　　岡元陸人（大口小５年）
　　　　　宮内麻美（明光学園２年）

○３月１日（金）～７日（木） 

　 市役所菱刈庁舎１階玄関ロビー

　※菱刈地区内小中学校の児童・生徒の作品

○３月２日（土）～７日（木） 

　大口ふれあいセンター２階展示ギャラリー

　及び１階展示場

　※大口・山野・羽月・西太良地区内小中学

　　校の児童・生徒の作品　

展示期間・場所
　伊佐湧水消防組合が募集した防火ポスター
コンクールに、次の方々が入賞しました。

（市内小・中学校のみ、敬称略）

問い合わせ先　
伊佐湧水消防組合消防本部　　☎�０１１９
伊佐湧水消防組合菱刈分遣所　☎�００８５
総務課交通消防防災係　　　　☎�１３１１○内　　１１１８

西太良地区　日　時　３月２日（土）18 時 30 分
　　　　　場　所　西太良コミュニティグラウンド付近
羽月地区　日　時　３月２日（土）19 時 30 分
　　　　　場　所　金波田地区集会施設付近
菱刈方面団　日　時　３月３日（日）６時
　　　　　場　所　前目麓後成政住宅付近
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～地域の力でともに支えあうまちづくり～

♥♥
災害時要援護者避難支援制度

災害時に支援を必要とする人を地域で支え合いましょう
「災害時要援護者避難支援制度」とは？
　災害が発生したときや災害発生のおそれがあるとき、支援を必要とする高齢者や重度の障がいがあ
る人に対して、地域の皆さんの協力（共助）によって、支援を受けられるようにする制度です。
この制度がなぜ必要？
　災害時には緊急情報収集や避難などが必要になりますが、行政機関が広範囲に行う支援には限界が
あります。
　被害を最小限におさえるためにも、支援を必要とする人を身近な地域で支えることが不可欠です。
災害時要援護者とは？
　次の①から⑥に該当する人のうち、災害時に家族等の支援が望めず、自力で避難することが困難な
高齢者や重度の障がいがある人です。
①介護保険において要介護認定を受けている要介護３から要介護５までの人
②身体障害者手帳の交付を受けている障がいの程度が１級または２級の人
③療育手帳の交付を受けている障がいの程度が A 判定の人
④精神障害者保健福祉手帳の交付を受けている障がいの程度が１級の人
⑤ひとり暮らしの高齢者または高齢者のみの世帯
⑥前各号に準ずる状態にあり災害時に地域支援が必要と認められる人
支援をうけるにはどうすればいいの？
　福祉事務所（大口庁舎）・長寿支援課分室（菱刈庁舎）または各校区コミュニティ協議会事務局に
備え付けの申請書か市ホームページ（http://www.city.isa.kagoshima.jp/health/touroku.html）から
ダウンロードした申請書に記入のうえ、登録してください。
　ただし、次のことに同意が必要です。
①支援者（市役所、消防署、消防団、警察、自治会、自主防災組織、民生・児童委員、福祉協力員、
　隣近所にお住まいの人など）へ必要な個人情報の提供。
②地域の皆さんで避難支援や安否確認を行う制度なので、支援を必ずしもお約束できるものではあり
　ません。（支援者が被災する場合もあります。）
③支援者のできる範囲で行う制度です。責任を伴うものではありません。
　自分の身は自分で守る（自助）という意識をもって、災害に備えておきましょう。

　また、日頃から地域の皆さんとコミュニケーションを図り、気軽に会話できる関係づくりも大切です。

支援者の役割は？
①災害が発生した時に、災害時要援護者の安否確認や情報伝達、避難の手助けなど。
②支援者はできる範囲での手助けをお願いします。責任を伴うものではありません。
③災害発生時は、まず自分の身を守ってください。被災したときに無理な支援をお願いするものでは
　ありません。
④日頃から災害時要援護者の見守りなどを通して、支援活動が行いやすい環境づくりをお願いします。
申請書提出先
○福祉事務所社会支援係（大口庁舎）　　　　  ☎�１３１１○内　　１２６８
○長寿支援課分室高齢者支援係（菱刈庁舎）　  ☎�１３１１○内　　２１７４
○各校区コミュニティ協議会事務局
問い合わせ先　福祉事務所社会支援係　　　　☎�１３１１○内　　１２６８
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行政からのお知らせ
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９

水槽付消防ポンプ自動車
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平成 23 年度介護保険特別会計報告
　介護保険は、介護が必要な人や介護する家族の負担を社会全体で支え、介護が必要になっても住み
慣れた地域で、できる限り自立した生活を送るためにつくられた制度です。そのため、従来の要介護
サービスに加えて、平成 18 年度から介護予防を目的とした要支援サービスを実施し、要介護状態に
ならないように介護予防事業も取り組んでいます。
　皆さまに、保険給付の状況など保険財政の内容をご理解いただき、適正かつ健全な介護保険制度運
営を行うため平成 23 年度実績の報告をします。      

あなたの思い出の風景＆エピソード大募集！

問い合わせ先　長寿支援課介護保険係　　☎�１３１１○内　　１２２６

歳　入　　29 億　252 万 1 千円

 保険料     3 億 6,983 万 8 千円
 国庫支出金     　　7 億 5,687 万円
 県支出金     4 億 1,227 万 5 千円
 支払基金交付金     8 億 1,127 万 6 千円
 繰入金     4 億 8,771 万 8 千円
 繰越金             6,388 万 1 千円
 諸収入ほか                       66 万 3 千円
 計    29 億　  252 万 1 千円

歳　出　　28 億 9,573 万 7 千円

 総務費            1 億     741 万円
 保険給付費    　　26 億 2,691 万円
 地域支援事業費             7,351 万 5 千円
 保健福祉事業費                   854 万 1 千円
 諸支出金              7,907 万７千円
 基金積立金              　  28 万 4 千円
 計    28 億 9,573 万 7 千円

平成 23 年度介護保険特別会計の収支決算

介護老人福祉施設
　22.2％

介護老人保健施設
　16.8％

介護療養型
医療施設
8.4％

地域密着型
サービス
15％

訪問介護  4.3％

在宅施設

通所介護  6.0％

その他 
13.4％

在宅在宅
サービス

施設
サービス サービスサービス

52.6％
サービスサービス
47.4％

通所リハビリ
テーション
　8.9％

平成 23 年度保険給付費の歳出内訳

福祉用具・住宅改修　2.6％
短期入所  1.3％
訪問看護  0.9％
訪問リハビリテーション  0.2％

　あなたの手紙がつなぐ心の風景、NHK －ＢＳプレミアム「にっぽん縦断こころ旅～ 2013 春の旅～」
では、みなさんが出会った伊佐の風景とエピソードを募集しています。
　「こころ旅」の行き先は、あなたのお手紙次第、ユニークで
個性的な話も大歓迎です。
　採用された人の思い出の風景は、４月１日（月）～７日（日）
のいずれかの日で放送される予定です。
応募締切　３月 15 日（金）必着
応募方法　①住所②氏名③電話番号④性別⑤年齢⑥伊佐の思い出の場所⑦場所に
　　　　　まつわるエピソードを記入のうえ、次のいずれかでご応募ください。
　　　　　●番組ホームページ http://www.nhk.or.jp/kokorotabi/ へアクセス
　　　　　●ＦＡＸ０３・３４６５・１３２７へ送信
　　　　　●お便り　〒１５０－８００１　ＮＨＫ「こころ旅」係へ送付
　　　　　※採用された人には、番組スタッフから電話で連絡します。
問い合わせ先　ＮＨＫ番組制作室　☎０５７０・０６６・０６６
　　　　　　　総務課広報係　　　☎�１３１１○内　　１１１６

　  旅人　
火野正平さん（俳優）

月～金　 ７：45 ～  ８：00

　土　　11：00 ～ 11：59

　日　　11：30 ～ 12：29

４月１日（月）～７月28日（日）

春の旅放送予定お手紙待ってます

総額  26 億 2,691 万円

歳出



ま ち
の 話 題

ISA City Public Relations  2013.03.01　　8

ISA City Topics

ISA City Topics
　1 月 20 日、熊本県境付近など５か所で不
法投棄されたゴミの回収がボランティアに
よって行われました。地域おこしグループ
ISART の呼びかけに市内の高校生をはじめ
市民グループ、企業、行政などおよそ 120 人
が参加。道沿いの谷底などに投棄されていた
空き缶や紙おむつ、テレビなどの家電、タイ
ヤなど、３時間余りで 2.5 トンの廃棄物を回
収しました。また、ガードレールや観光案内
板の清掃もしました。
　美しいふるさと伊佐を守り、住み良いまち
づくりにみなさん一人ひとりのご協力をお願
いします。
　ゴミは決められた方法で指定の場所に出し
ましょう。

ゴミの不法投棄は
やめましょう
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　第 35 回鹿児島県高等学校新人ラグビー競
技大会の決勝戦が２月１日、さつま町の“か
ぐや姫グラウンド”で開催され、大口高校と
鹿児島工業が対戦しました。
　決勝戦にふさわしい攻防が展開される中、
均衡を破ったのは鹿児島工業の攻撃。前半に
先制のトライを決めました。０－５とリード
された大口高校は、雨で思うように動けない
中、終始攻め続け奮闘しましたが、惜しくも
準優勝となりました。上位２チームが参加で
きる九州大会（沖縄）へ出場し、経験を積み
重ね、悲願の 38 年ぶり 10 回目の花園出場
をめざし、練習に励んでいます。

　伊佐市内で水生植物園を営んでいる二反田
孝男さん（大口鳥巣）から、市内の全小学校
に対し、わらべ歌の画像入りＤＶＤが贈呈さ
れました。このＤＶＤには蓮の花が咲いたり、
つぼんだりする動画に合わせ、わらべ歌の「ひ
らいた　ひらいた」が収録されています。
　歌は、大口明光学園高等学校の生徒が歌っ
ており、二反田さんから子どもたちへ思いを
込めた手作りとなっています。

　２月 12 日、菱刈環境改善センターにおい
て、東日本大震災に伴う「消防活動報告会」
が行われました。講師は、石巻消防署特別救
助隊の杉浦大樹消防士長と父で石巻市消防団
石巻地区第９分団の杉浦栄樹副分団長。
　報告会では、会場に集まった市内外の消防
関係者など 320 人に対し、震災直後の過酷
な救助活動や家族を守りながら津波から逃げ、
近隣住民の避難誘導にあたった当時の様子な
どが写真とともに紹介され、伊佐市の各種団
体をはじめ鹿児島からのさまざまな支援に対
してお礼を述べられました。
　杉浦消防士長は、「人は自然に勝てないが、
想定外の変化、突然の危機的状況に対応でき
る組織づくりが必要。“最後は人の力”人間
力を向上させ変化を乗り越える準備を怠らな
いことだ」と締めくくりました。

県高校新人ラグビー大会決勝！わらべ歌の画像入り DVD を贈呈

石巻と鹿児島「縁と絆」

　春の風物詩である「伊佐市春の市」でもお
馴染みの市商工会女性部の皆さんが作る、つ
るし雛「福かざり」が今年も華やかに賑やか
に登場しました。
　今年は、３月８日（金）までスタンプラリ
ーを開催中。「福かざりぶらぶらマップ」に
掲載されている５つの会場を巡り、スタンプ
５つを集めると、豪華景品が当たるくじ引き
に挑戦できます。「ぶらぶらマップ」は、メ
イン会場（旧かやの家具）をはじめ各会場で
配布しています。会場ごとの個性溢れる「福
かざり」で、心癒され福を招いてみませんか。
※３月９・10 日の「春の市」では、展示のみ

福かざりスタンプラリー
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ようこそ！伊佐農林高校へ
～高校生が小学生に食育～

　伊佐市と姉妹都市盟約を結んでいる韓国の
南海郡を、２月４日から５日にかけて、伊佐
市・韓国南海郡交流協会の会長をはじめ４人
が訪問しました。これまで、さまざまな事情
により交流を控えていましたが、この訪問を
きっかけに、以前のように盛んな交流が行わ
れ、相互理解と相互交流が図られることが期
待されます。

姉妹都市交流再開に向けて

　伊佐警察署と市が「安全・安心確保対策」
のために連携し、交通安全教育、高齢者免許
返納事業など、交通事故抑止を積極的に推進
したことや６年連続で犯罪件数が減少してい
ること、また連続窃盗事件の検挙など、警察
業務全般にわたり成績優秀であったことが評
価され、４つの本部長表彰を受けました。
　有馬署長は、「地域の皆さんが交通安全を
意識し、事故のない安全安心なまちづくりを
一緒に取り組んでくれたおかげ。」と受賞の
喜びと地域への感謝を述べました。

「伊佐警察署」４受賞

　伊佐の食材を使い、地域の食文化を伝承しようと、
伊佐農林高校生活情報科の生徒 12 人が先生になり、
市内の小学生 12 人とその保護者らに、郷土料理「そ
ばぼうろ」と「そば汁」の作り方を指導しました。
　指導役の高校生も“生活研究グループ”の皆さんに
教えてもらい、数回の練習を重ねてこの日を迎えまし
た。少しぎこちないお手本も明るいトークでカバーし、
緊張ぎみだった小学生も笑顔に。家でのお手伝いに興
味を持ち始めるころの小学生は、お兄さん、お姉さん
との料理づくりがとても楽しかったようです。

　年の近い高校生が小学生と触れ合いながら食育を行うことで、子供たちにより食事の大切さを伝え
られ、また生徒たちも教えることにより食への理解を深められたのではないでしょうか。

「できる親切はみんなでしよう」それが社会の習慣になるように
　羽月西小学校の児童 11 人が、社会福祉協議会から「小さな親切運動」実行章表彰を受けました。
　高齢化の影響で放置されている校区内の渋柿を干
し柿にして、東日本大震災の被災地である南三陸町に
送ったことが評価されました。この「干し柿プロジェ
クト」は今後も継続して行うということです。
　間もなく震災から２年、今でも避難所で生活をして
いる人たちがいます。市では、福島県から子供たちを
受け入れたり、市の職員を南三陸町へ派遣したりして
います。今後も震災を風化させないためにも、一日も
早い復興を願いながら、東北を支援していきましょう。
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　湯之尾には、500 年以上の伝統をもつ「湯之尾神舞」（鹿
児島県無形民俗文化財）があります。この神舞は、五穀
豊穣・無病息災を祈願して、毎年 11 月 23 日に湯之尾
神社で開催される豊祭 ( ホゼまつり ) で奉納されており、
県内外から多くの見物客が訪れるほどです。
　毎年 10 月からは、校区の子どもや大人たちが連日集
まり、神舞の練習に励み地域に誇る文化としての伝統行
事を受け継いでいます。
　湯之尾校区では、昨年度から取り組んだまちづくり会
議において、地域資源や課題を出し合ったワークショッ
プでの意見を基に、地域づくりのあり方を話し合った結
果、湯之尾神社（神舞）を校区の核として位置づけ、更
なる活用を進めることとなりました。また、その活用を
進めるために何が今必要かを検討した結果、子どもや高
齢者も安心して使えるトイレ整備が急務との結論となり、
昨年 1 月校区コミュニティ協議会が補助事業を導入し整
備を行いました。
　現在は、神舞の時期だけでなく、周辺のスポーツ施設
利用者や観光客も神社に足を運ぶようになり、多くの方
に喜ばれています。今後は、湯之尾神社を「地域の集い
の場」として更に活用し、地域づくりを進めていきたい
と考えています。　　　　　　　　（校区役員 Y さん談）

秀吉の道
ウォーク in 針持

ウォーク in 田中

本城おきな草
春まつり

コース　関白陣周辺

場所　本城小学校運動場
　　　本城校区集会施設

コース　田中校区周辺
・フル：12.2km　
・ハーフ：7.3km
参加料　 一般 1,000 円
　　高校生以下 500 円
申込期限　３月８日（金）
申込・問い合わせ先
実行委員会事務局
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中
で
も
、
こ
れ
か
ら
の
企
業
を
支
え

る
人
材
戦
略
と
し
て
、
潜
在
化
し
て
い

る
女
性
の
力
を
十
分
に
活
か
す
こ
と
が
、

生
産
年
齢
人
口
を
補
う
と
い
う
効
果
に

と
ど
ま
ら
ず
、
新
し
い
発
想
に
よ
る
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
促
し
、
経
済
を
活
性

化
さ
せ
る
力
と
な
り
ま
す
。

　
そ
の
た
め
に
、
女
性
の
能
力
発
揮
に

向
け
た
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
・
ア
ク
シ
ョ
ン
へ

の
取
り
組
み
が
、
と
て
も
重
要
に
な
り

ま
す
。
こ
の
機
会
に
女
性
の
戦
力
化
に

つ
い
て
実
践
的
に
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

日
　
時
　

3
月
12
日
（
火
）　

　
　
　
　
13
時
30
分
～
16
時

会
　
場

　
か
ご
し
ま
県
民
交
流
セ
ン
タ
ー

黄
色
い
リ
ボ
ン
�

こ
れ
か
ら
の
企
業
を
支
え
る
人
材
戦
略

参
加
費
　
無
料

︿
講
　
　
義
﹀

演
　
題

　「
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

入
門
～
女
性
、
そ
し
て
多
様
な
人
材
の

活
躍
へ
～
」

講
　
師
　
木
谷
宏
氏

（
麗
澤
大
学
経
済
学
部
教
授
）

︿
取
組
紹
介
﹀

発
表
者
　
橋
本
順
子
氏
（
松
合
食
品
株

式
会
社
前
工
場
長
、
現
顧
問
）

問
い
合
わ
せ
先

鹿
児
島
県
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー

☎
０
９
９
・
２
２
１
・
６
６
０
３

一
人
で
悩
ま
ず

　
勇
気
を
も
っ
て
相
談
を
！

　
市
民
の
身
近
な
相
談
窓
口
「
女
性
サ

ロ
ン
室
」
の
相
談
員
が
、
一
緒
に
な
っ

て
受
け
と
め
て
く
だ
さ
い
ま
す
。

開
催
日
　
３
月
６
日
（
水
）・
13
日
（
水
）

時
　
間
　
13
時
30
分
～
16
時

場
　
所
　
大
口
仲
町
旧
安
楽
ヨ
シ
子
宅

女
性
サ
ロ
ン
室
連
絡
先

☎
０
９
０
・
３
０
１
６
・
３
６
６
０



の
つ
ど
い
」
で
は
、
病
気
・
仕

事
・
借
金
苦
な
ど
に
悩
ん
だ
末

の
行
動
に
つ
い
て
実
体
験
を
ま

じ
え
た
講
演
会
が
あ
り
、
自
分

に
も
起
こ
り
得
る
身
近
な
こ
と

と
し
て
、「
生
き
る
」
と
い
う

こ
と
、「
命
」
の
大
切
さ
に
つ

い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
に
考
え
ら
れ

た
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　
市
で
は
、
今
後
も
自
殺
予
防

に
関
す
る
講
演
会
を
開
催
し
、

市
民
の
皆
さ
ん
に
関
心
を
深
め

て
も
ら
い
、
社
会
全
体
で
取
り

組
む
問
題
と
し
て
、
考
え
る
機

会
を
増
や
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

身
体
や
こ
こ
ろ
の
不
調
に
心
あ

た
り
は
あ
り
ま
せ
ん
か

　
自
ら
命
を
絶
っ
た
人
の
多
く

は
、
何
ら
か
の
心
の
病
を
抱
え

て
い
る
の
で
す
が
、
医
療
機
関

を
受
診
し
た
人
は
ご
く
わ
ず
か

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
次
の
よ
う
な
「
サ
イ
ン
」
に

家
族
な
ど
の
身
近
な
人
が
気
づ

い
た
り
、
自
分
で
感
じ
ら
れ
る
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問
い
合
わ
せ
先
　
健
康
増
進
課
保
健
指
導
係
　
☎
�
１
３
１
１
○内　　　　　　　　　　　　１
２
１
２

3 月は自殺対策
強化月間

　
毎
年
、
自
殺
者
数
の
多
い
３

月
は
「
自
殺
対
策
強
化
月
間
」

と
し
て
、
支
援
を
求
め
や
す
い

環
境
を
作
る
た
め
の
啓
発
活
動

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
全
国
の
自
殺
者
数
は
、
平
成

10
年
以
降
14
年
連
続
で
３
万
人

を
超
え
て
い
ま
し
た
が
、
平
成

24
年
は
下
回
り
ま
し
た
。

　
２
月
に
、
菱
刈
環
境
改
善
セ

ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
た
第
３
回

伊
佐
市
「
人
権
を
考
え
る
市
民 資料：人口動態統計・警察庁公表

場
合
は
、
医
療
機
関
や
保
健
所
、
市
役
所
な
ど
へ
の
相
談
を

お
す
す
め
し
ま
す
。

● 

『
気
分
が
沈
む
』『
自
分
を
責
め
る
』『
仕
事
の
能
率
が
落 

　  

ち
る
』『
不
眠
が
続
く
』
な
ど
う
つ
病
の
症
状
が
で
る

● 

『
原
因
不
明
の
体
の
不
調
が
続
き
長
引
い
て
い
る
』

● 

『
お
酒
の
量
が
増
え
る
』

● 

『
職
場
や
家
庭
で
の
サ
ポ
ー
ト
が
得
ら
れ
な
い
』

● 

『
自
殺
を
口
に
す
る
』

自
殺
を
考
え
て
い
る
と
打
ち
明
け
ら
れ
た
ら
・
・
・
　

　「
ど
う
し
よ
う
」
と
あ
わ
て
て
し
ま
う
か
も
し
れ
ま
せ
ん

が
、「
誰
に
で
も
打
ち
明
け
た
の
で
は
な
い
。
本
人
は
生
と

死
の
間
で
揺
れ
動
い
て
い
る
」
と
相
手
の
気
持
ち
を
受
け
止

め
て
、
次
の
よ
う
な
対
応
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

　
　
　 

『
時
間
を
か
け
て
訴
え
を
傾
聴
す
る
』

　
　
　 

『
沈
黙
が
続
い
て
も
構
わ
な
い
』

　
　
　 

『
悩
み
を
理
解
し
よ
う
と
し
て
い
る
態
度
を
伝
え
る
』

　
　
　

            

『
話
を
そ
ら
さ
な
い
』

　
　
　 

『
安
易
な
激
励
や
批
判
は
し
な
い
』

　
　
　 

『
世
間
一
般
の
価
値
観
を
押
し
付
け
な
い
』

　
　
　  『
十
分
に
悩
み
を
聞
い
た
う
え
で
、
ほ
か
の
選
択
肢 

　
　
　  

に
つ
い
て
話
す
』

　
　
　

            『
キ
ー
パ
ー
ソ
ン
と
な
っ
て
い
る
人
に
働
き
か
け
る
』

　
　
　『
医
療
機
関
な
ど
で
の
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
や
治
療
を 

　
　
　  

勧
め
る
』

自殺者数の推移（人）

年（　年間） Ｈ 20 Ｈ 21 Ｈ 22 Ｈ 23 Ｈ 24
（速報値）

全国 32,249 32,845 31,690 30,651 27,766

鹿児島県 479 415 414 436 394

伊佐市 11 15 17 － －

ステップ
Ⅰ

ステップ
Ⅱ

してはいけ
ないこと ×
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南三陸だより
Minamisanriku　Town

Vol. 11

　

　

レ シ ピ
「かごしまのおかず（開港舎）」より

じゃこ入り
包み菜ご飯

〈作り方〉　
①米は洗って分量の水に30分ひたしてから炊く。
②にんじんはみじん切り、ごぼうはささがきに
　して水につけてアク抜きする。
③青じそはみじん切りにする。サラダ菜は洗っ
　て１枚ずつ葉を取り、水気をきる。
④フライパンに油を熱し、にんじん・ごぼう・
　ちりめんじゃこを炒めてから味を調えて火を
　止め、炒りごまを加える。
⑤炊きたてのご飯に、④と青じそのみじん切り
　を加えてよく混ぜ、一口大に握ってサラダ菜
　の上に盛る。

「具だくさんさっぱり巻き寿司」生
Vol.29

〈材　料〉４人分
米　　　　２カップ　　ごま油　　大さじ 1/2
水　　　　480cc　　　  醤油　　　大さじ１
にんじん　40g　　　　  みりん　　大さじ１
ごぼう　　40g　　　　  青じそ       ８枚
サラダ菜　100g　　　    炒りごま　大さじ１
ちりめんじゃこ（半乾）　40g　

　
今
、
被
災
地
に
は
「
ふ
た
つ

の
風
が
吹
い
て
い
る
」
と
い
わ

れ
ま
す
。

　
ひ
と
つ
は
「
風

ふ
う
ひ
ょ
う評
」
で
す
。

被
災
地
で
は
、
農
業
や
漁
業
な

ど
が
徐
々
に
回
復
し
つ
つ
あ
る

な
か
、
安
全
基
準
を
ク
リ
ア
し

て
い
る
に
も
関
わ
ら
ず
、イ
メ
ー

ジ
や
噂
に
よ
っ
て
産
品
が
売
れ

な
い
。
い
わ
ゆ
る
風
評
被
害
と

い
う
も
の
が
、
被
災
各
地
で
問

題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
南
三
陸

の
マ
イ
ナ
ス
イ
メ
ー
ジ
は
少
な

い
方
だ
と
思
い
ま
す
が
、
福
島

や
宮
城
県
産
な
ど
の
表
示
の
も

の
は
つ
い
買
い
控
え
て
し
ま
う
、

と
い
う
現
象
が
み
ら
れ
ま
す
。

　
そ
し
て
、
も
う
ひ
と
つ
が
「
風ふ
う

化か

」
で
す
。
震
災
か
ら
間
も
な

く
２
年
が
過
ぎ
よ
う
と
し
て
い

ま
す
が
、
時
と
と
も
に
被
災
地

の
こ
と
を
気
に
掛
け
る
人
が
少

な
く
な
り
、
記
憶
が
薄
れ
て
き

た
感
じ
を
受
け
ま
す
。
特
に
都

市
部
か
ら
は
、
復
興
が
遅
い
な

ど
の
声
も
聞
こ
え
て
き
ま
す
が
、

仮
設
と
違
い
、
こ
れ
か
ら
の
一

生
を
過
ご
す
家
や
、
ま
ち
を
一

か
ら
創
り
か
え
る
こ
と
に
な
る

た
め
、
そ
れ
相
応
の
時
間
が
必

要
で
す
。

　
27
か
所
の
高
台
移
転
と
８
か

所
の
公
営
住
宅
に
よ
る
約
２
、

０
０
０
戸
の
宅
地
の
整
備
、
23

か
所
の
漁
港
や
集
落
跡
地
の
整

備
、
防
潮
堤
や
国
県
道
の
復
旧

改
良
、
市
街
地
の
か
さ
上
げ
や

区
画
整
理
、
農
地
や
商
業
地
の

復
旧
、
公
共
・
公
益
施
設
の
建

設
な
ど
、
や
る
べ
き
こ
と
は
山

積
み
で
す
。
そ
の
よ
う
な
中
、

２
月
14
日
に
第
１
号
と
な
る
高

台
住
宅
の
造
成
工
事
の
起
工
式

が
あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
目

に
見
え
る
形
で
ま
ち
が
大
き
く

変
化
し
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま

す
。
　
　
　
　
　（
小
倉
史
郎
）

じ
ゃ
こ
ご
飯

▲志津川市街地（２月９日撮影）
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図書館へようこそ

Welcome to Library

問い合わせ先
大口図書館（大口ふれあいセンター内）　　　　　　　☎�０４１７
菱刈図書館（菱刈ふるさといきがいセンター内）　　　☎�３０００

【今月の新刊本】【ご利用案内】
　伊佐市、旧横川町、湧水町、さつま町
に在住か、伊佐市内に通勤・通学をして
いる人であれば借りられます。
　図書利用カード作成には、免許証など、
本人確認できるものが必要です。
開館時間
午前９時～午後６時（火曜日～土曜日）
午前９時～午後５時（日曜、祝日）
休館日
毎週月曜日（ただし、祝日の場合翌日）
年末年始（12 月 28 日～１月４日）

【おすすめの一冊】
冬の旅　辻原登　（出版：集英社）
　妻の失踪を皮切りに、緒方隆雄の人生は悪い
ほうへ悪いほうへと雪崩れる。失職、病、路上
生活、強盗致死…。刑期を終えて緒方は滋賀刑
務所を出所し、たった１人、この世の果てへと
歩き出す…。現代を照射する、哀しみの黙示録。

　（新刊全点案内より引用）

【３月の休館日】
３月    ４日（月）・   11 日（月）
　　 18 日（月）・    25 日（    月）  

【　児　童　】
ねこのたからさがし さえぐさひろこ
おひなさまのいえ 吉田朋子
駅の小さな野良ネコ ジーン・クレイグヘッド・ジョージ
体育館の日曜日 村上しいこ
おれはワニだぜ 渡辺有一

【　一　般　】
たったひとり 乾ルカ
それを愛とまちがえるから 井上荒野
リカーシブル 米澤穂信
月の魔法 川上健一
ちょうちんそで 江國香織

【イベント情報】
ふれあいメルヘンひろば
日　時　３月 23 日（土）10:30 ～ 11:00
場　所　大口図書館
内　容　図書館ボランティア「ぎんなん」による大型絵本
　　　　や紙芝居の読み聞かせなど

【図書館へ献本】
江口一光さん　（小水流）
永山保雄さん　（尾之上）

12 月のふれあいメルヘン
ひろばの様子

みんなで
聞きに来てね
楽しいよ～♪
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伊佐市からのお知らせ

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

利
用
申
請
受
付
が
始
ま
り
ま
す

交
通
災
害
共
済
に
加
入
し
ま
せ
ん
か

　
４
月
か
ら
新
規
利
用
希
望
の
人
、
継
続
し

て
利
用
を
希
望
す
る
人
と
も
に
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

対
象
者

　
保
護
者
が
労
働
等
で
昼
間
家
庭
に
い
な
い

小
学
１
～
３
年
生
の
就
学
児
童
（
４
年
生
以

上
も
利
用
で
き
ま
す
）

実
施
ク
ラ
ブ

▽
ふ
れ
あ
い
児
童
ク
ラ
ブ
（
み
ど
り
保
育
園
内
）

▽
山
野
児
童
ク
ラ
ブ
　
　（
山
野
小
学
校
内
）

▽
羽
月
児
童
ク
ラ
ブ
　
　（
羽
月
小
学
校
内
）

▽
羽
月
西
児
童
ク
ラ
ブ（
羽
月
西
小
学
校
内
）

▽
曽
木
児
童
ク
ラ
ブ
　
　（
曽
木
小
学
校
内
）

▽
平
出
水
児
童
ク
ラ
ブ（
平
出
水
小
学
校
内
）

▽
大
口
東
児
童
ク
ラ
ブ（
大
口
東
小
学
校
内
）

▽
牛
尾
児
童
ク
ラ
ブ
　
　（
牛
尾
小
学
校
内
）

▽
勝
蓮
寺
児
童
ク
ラ
ブ
　
　（
勝
蓮
寺
近
く
）

▽
湯
之
尾
児
童
ク
ラ
ブ（
湯
之
尾
校
区
公
民
館
）

　
４
月
１
日
よ
り
、
移
住
体
験
住
宅
の
使
用

料
を
１
、
０
０
０
円
／
日
か
ら
２
、
０
０
０

円
／
日
に
変
更
し
ま
す
。

※
菱
刈
重
留
地
区
に
２
棟
、
菱
刈
川
北
地
区

　
に
２
棟
、「
移
住
体
験
住
宅
」
が
あ
り
ま
す
。

　
他
市
町
村
か
ら
伊
佐
市
へ
の
移
住
を
考
え

　
る
人
が
利
用
で
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先
　
　

地
域
振
興
課
定
住
促
進
係
　
☎
�
１
３
２
７

　
交
通
災
害
共
済
は
、
交
通
事
故
（
自
損
事

故
・
自
転
車
に
よ
る
事
故
も
含
む
）
で
け
が

を
し
た
場
合
な
ど
に
、
加
入
者
本
人
に
見
舞

金
が
支
払
わ
れ
る
制
度
で
す
。

　
４
月
１
日
現
在
で
伊
佐
市
に
住
民
登
録
ま

た
は
外
国
人
登
録
を
し
て
い
る
人
な
ら
、
ど

な
た
で
も
加
入
で
き
ま
す
。
万
が
一
に
備
え

て
家
族
み
ん
な
で
加
入
し
ま
し
ょ
う
。

お
知
ら
せ

農
業
集
落
排
水
（
下
水
道
）
の
届
出

４
月
１
日
か
ら
、
移
住
体
験
住
宅
の

使
用
料
が
変
わ
り
ま
す

転
出
、
転
入
ま
た
は
転
居
を
さ
れ
る
人
へ

①
現
在
下
水
道
を
使
用
し
て
い
る
人
で
、
転

　
出
ま
た
は
転
居
で
使
用
し
な
く
な
る
場
合

　
は
休
止
届
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
※
休
止
届
を
提
出
さ
れ
な
い
場
合
は
、
転

　
　
出
後
も
使
用
料
が
か
か
り
ま
す
の
で
、

　
　
必
ず
届
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

②
転
入
ま
た
は
転
居
等
で
ア
パ
ー
ト
等
に
入

　
居
し
、
こ
れ
か
ら
下
水
道
を
使
用
す
る
人

　
は
開
始
届
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

③
転
出
転
入
等
に
よ
り
使
用
者
の
人
数
に
変

　
更
が
あ
る
場
合
は
変
更
届
を
提
出
し
て
く

　
だ
さ
い
。

提
出
・
問
い
合
わ
せ
先

建
設
課
下
水
道
係
（
菱
刈
庁
舎
）

☎
�
１
３
１
１
○内　　２
２
３
２

タケシタの家造り 検索

広告

H     P http://takeshitanoie.jp
e-mail ytake@takeshitanoie.jp

住所 :伊佐市大口小木原８９９

屋根・遊休地で太陽光発電システム。 撮影：伊佐スカイサービス

TEL：0995-22-0425

建築設計・施工・製材・水道・
建材・サッシ・浄化槽・太陽光発電等

会
　
　
費
　
１
人
あ
た
り
５
０
０
円

共
済
期
間
　
平
成
25
年
4
月
1
日
～

　
　
　
　
　
平
成
26
年
3
月
31
日

※
4
月
1
日
以
降
に
加
入
し
た
場
合
は
、
会

　
費
納
付
の
翌
日
～
平
成
26
年
3
月
31
日

納
付
場
所
　

　
市
役
所
内
の
公
金
取
扱
所
ま
た
は
市
内
の

金
融
機
関
（
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
は
不
可
）

見
舞
金
額
　

　
通
院
日
数
に
応
じ
て
2
万
5
千
円
～
18
万

円
、
死
亡
の
場
合
は
１
０
０
万
円

問
い
合
わ
せ
先
　

総
務
課
交
通
消
防
防
災
係
　

☎
�
１
３
１
１
○内　　１
１
１
８

広告

■家屋片付・遺品整理・ごみ処理■
～再利用できる廃棄物・遺品を「買取る」ことでごみ処理費用を削減します～

22-056409
95伊佐リサイクルセンター轟市場

県公安古物商許可番号第 961160040093 号
一般廃棄物収集運搬許可第 30 号（伊佐） 伊佐市大口里 378－1 受付：朝 10 時～夕５時迄

■通常の商品買取業務もどしどし承ります■

買います・売ります・処分します

買取品目：デジタル家電品・電化製品・AV 機器・パソコン類・OA 機器・電動工具・大工道具・厨房機器・業務用品・電位治療器・楽器類
スポーツ用品・釣具・ギフト品・雑貨小物・ベビー用品・家具・オフィス家具・DVD/BD ソフト・おもちゃホビー・その他当店の指定する物品

←全て片付け空室・空部屋に可
＜解説＞
買い取れる物は出来るだけ買い
取ることで、処理にかかる費用
から買取額分を差し引き、処理
費用を削減致します
買取を組合わせ料金削減できる
のは当店のみのサービスです

※当店では全国商品相場ＤＢを導入し、適正な値段で買取査定致します　※ ごみ処理料金は車種別（２t ﾄﾗｯｸ / 軽ﾄﾗ）の実積載料金となります。詳しくは当店まで
片付け前 片付け後

田
之
神
さ
ぁ
写
真
展

　
市
内
に
あ
る
田
之
神
像
２
３
７
体
の
写
真

を
展
示
し
ま
す
。

期
　
　
間
　
３
月
12
日
（
火
）
～

　
　
　
　
　
４
月
14
日
（
日
）

※
毎
週
月
曜
日
が
休
館
日
（
た
だ
し
、
月
曜

　
日
が
祝
日
の
場
合
は
翌
日
）

時
　
　
間
　
９
時
～
18
時

※
日
曜
・
祝
日
は
17
時
ま
で

場
　
　
所
　
大
口
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
４
階

　
　
　
　
　
歴
史
民
俗
鉄
道
記
念
資
料
館

入
館
料
　
無
料

問
い
合
わ
せ
先

社
会
教
育
課
社
会
教
育
係
　
☎
�
１
６
１
３
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広告

この度は平成 25 年 3 月 31 日をもちまして休園をする
ことになりました。卒園児・保護者等関係者のご出席を
よろしくお願いいたします。
日時　平成 25年 3月 30 日（土）午前 11時 00 分～
場所　ひしかり保育園

明るく元気な
おもいやりのある子

ひしかり保育園休園式 について

軽
自
動
車
税
及
び
原
動
機
付
自
転
車

等
の
廃
車
手
続
き
は
お
早
め
に

　
軽
自
動
車
及
び
原
動
機
付
自
転
車
等
を
売

却
・
譲
渡
・
盗
難
・
廃
車
・
解
体
等
で
使
用

し
て
い
な
い
場
合
は
、
廃
車
ま
た
は
変
更
の

手
続
き
が
必
要
で
す
。

　
軽
自
動
車
税
は
、
毎
年
４
月
１
日
が
課
税

の
基
準
日
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
３
月
31

日
ま
で
に
廃
車
等
の
手
続
き
が
行
わ
れ
な
い

場
合
は
課
税
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

※
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
。

◆
税
務
課
︵
大
口
庁
舎
︶・
地
域
総
務
課
︵
菱

　
刈
庁
舎
︶
で
手
続
き
す
る
車
種

○
原
動
機
付
自
転
車
（
50 

cc
～
１
２
５
cc
）

○
小
型
特
殊
自
動
車
（
農
耕
作
業
用
等
）

○
ミ
ニ
カ
ー

必
要
な
も
の

　
所
有
者
の
印
鑑
及
び
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト

※
紛
失
の
場
合
は
、
弁
償
金
２
０
０
円

手
続
・
問
い
合
わ
せ
先

税
務
課
市
民
税
係☎

�
１
３
１
１
○内　　１
１
８
９

◆
軽
自
動
車
検
査
協
会
鹿
児
島
事
務
所

　
お
よ
び
鹿
児
島
県
軽
自
動
車
協
会

　
で
手
続
き
す
る
車
種

○
軽
三
輪

○
軽
四
輪

○
軽
二
輪
（
１
２
６
cc
～
２
５
０
cc
）

　
※
軽
自
動
車
協
会
の
み

問
い
合
わ
せ
先

軽
自
動
車
検
査
協
会

　
　
☎
０
９
９
・
２
６
２
・
０
６
０
６

軽
自
動
車
協
会
　

　
　
☎
０
９
９
・
２
６
１
・
４
０
１
１

◆
鹿
児
島
運
輸
支
局
で
手
続
き
す
る
車
種

○
二
輪
の
小
型
自
動
車

　（
２
５
０
cc
を
超
え
る
も
の
）

問
い
合
わ
せ
先

鹿
児
島
運
輸
支
局

☎
０
５
０
・
５
５
４
０
・
２
０
８
９

▽
本
城
児
童
ク
ラ
ブ
　
　（
本
城
小
学
校
内
）

▽
田
中
児
童
ク
ラ
ブ
　（
田
中
小
学
校
近
く
）

自
己
負
担
金
　
あ
り

申
請
方
法
　
　

　
利
用
申
請
書
・
就
労
証
明
書
等
を
福
祉
事

務
所
（
大
口
庁
舎
）
ま
た
は
地
域
総
務
課
（
菱

刈
庁
舎
）
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

申
請
期
限
　
３
月
18
日
（
月
）

問
い
合
わ
せ
先

福
祉
事
務
所
子
育
て
支
援
係

☎
�
１
３
１
１
○内　　１
２
６
３

ボート免許取得しよう！！ボート免許取得しよう！！

船免許更新講習＊当日受付あり
＊写真撮ります

距離５海里
20 t 未満

１・２級実技は12/８土か９日いずれかの半日受講
学科会場：西原地区学習センター
実技会場：古江新港

１級
２級
水上バイク

17 歳９ヵ月〜受講可能

15歳９ヵ月〜受講可能

進級（1級）

学
科

学科だけ！実技なし！

資料請求
問い合せ TEL.0994-43-2853

月・金は
夕方 6：00 ～
土・日は終日

土　夕方６：00
日　　昼１：00

最短！！土日の２日間で取得！！

土は夕方 6：00 ～　日は朝 9：00 ～
12/ ８ 土・ ９ 日
40,850 円43,000円ペア 通常 １１

}

夕方6：00〜 8,900円
＊失効・紛失受けられます。

会場：西原地区学習センター

15土

級へ
アップ！

代表：重信良広鹿屋海技鹿屋市西原 2-11-11

12/ ８土・９日

12 / ７金・８土
 ・９日・１０月

12

距離無制限
20 t 未満１級 円147,000

139,650円

通常
ペア

学科

２級 円124,000

117,800円

通常
ペア

学科

◎各コース割引いたします!!お電話下さい!!

★☆★お得！！★☆★
★お友だち
　３名様から

★お友だちとペア
★60歳以上の方

５ ７５ ７％引き!! ％引き!!％引き!! ％引き!!

広告

３/

３/

か

伊佐市内にて予定
加治木港

４/
・金 土

土

日

29 30

30
３/ 土30

・・

・

日

日

月31
31

31
３/

３ 会場：いきいきセンターくりの郷（温泉）
8,600円夕方 6:00 ～

土

55

30 ・ 日

土

31

９

1

第
４
回
親
子
ふ
れ
あ
い
映
画
会

日
　
　
程
　
３
月
９
日
（
土
）

▽
菱
刈
ふ
る
さ
と
い
き
が
い
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
10
時
～
11
時

▽
大
口
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
　
14
時
～
15
時

内
　
　
容
　
①
彦
一
と
ん
ち
ば
な
し

　
　
　
　
　
②
み
ん
な
友
だ
ち

　
　
　
　
　
③
ね
ず
み
く
ん
の
き
も
ち

入
場
料
　
無
料

問
い
合
わ
せ
先
　

伊
佐
市
視
聴
覚
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
（
大
口
ふ
れ

あ
い
セ
ン
タ
ー
内
）　
　
　  

☎
�
１
６
１
３

平
成
25
年
度
国
家
公
務
員
採
用
試
験

（
院
卒
者
試
験
、
大
卒
程
度
試
験
）

　
受
験
資
格
・
日
程
は
各
職
種
に
よ
り
異
な

り
ま
す
の
で
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
（http://w

w
w

.jinji.go.jp/saiyo/shiken-saiyo.htm

）

で
確
認
す
る
か
人
事
院
九
州
事
務
局
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

受
付
期
間
　
４
月
１
日
（
月
）
～
11
日
（
木
）

※
職
種
に
よ
っ
て
は
異
な
り
ま
す
。

申
込
方
法

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
申
込
み
が
で
き
な

い
場
合
は
郵
送
ま
た
は
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

※
郵
送
ま
た
は
持
参
の
場
合
は
受
付
期
間
が

　
短
く
な
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

人
事
院
九
州
事
務
局

☎
０
９
２
・
４
３
１
・
７
７
３
３

大
口
明
光
学
園 

吹
奏
楽
部

♪
ス
プ
リ
ン
グ
コ
ン
サ
ー
ト
♪

日
　
　
時
　
３
月
17
日
（
日
）
14
時
開
演

　
　
　
　
　
13
時
30
分
開
場

場
　
　
所
　
菱
刈
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

入
場
料
　
無
料

問
い
合
わ
せ
先

大
口
明
光
学
園
　
　
　
　
　
☎
�
０
６
０
９
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伊佐市からのお知らせ

おいしくて
ボリューム満点!! 居酒屋 明治 TEL (0995)

24-2121

2時間30分
　コース大好評の大好評の

3,500円コース3,500円コース
料理８品料理８品

生ビール 他、・ 飲み放題つき!!生ビール 他、・ 飲み放題つき!!
２時間
コース人気の人気の

3,000円コース3,000円コース
料理８品料理８品

生ビール1杯、他飲み放題つき!!生ビール1杯、他飲み放題つき!!
しきられた個室で、おいしいお酒を。40名様まで収容できます。しきられた個室で、おいしいお酒を。40名様まで収容できます。

こちらのご予約も承っております。

お祝い料理、手作り半精進料理(法事用)鍋料理
　　　　　　　　料理仕出し　きじま　(0995)-22-1515
お祝い料理、手作り半精進料理(法事用)鍋料理
　　　　　　　　料理仕出し　きじま　(0995)-22-1515

広告

　
川
内
川
の
維
持
管
理
の
た
め
に
伐
採
し
た

樹
木
の
無
償
提
供
を
行
い
ま
す
。 

 

配
布
日
時
　
３
月
10
日
（
日
）
８
時
～

　
先
着
順
で
、
樹
木
が
無
く
な
り
次
第
終
了

し
ま
す
。余
っ
た
場
合
に
は
、３
月
17
日（
日
）

ま
で
の
間
、
各
自
お
持
ち
帰
り
く
だ
さ
い
。 

配
布
場
所
　
下
手
ヘ
リ
ポ
ー
ト
場

　
　
　
　
　（
伊
佐
市
菱
刈
下
手
地
先
） 

配
布
方
法

　
配
布
場
所
へ
直
接

取
り
に
来
て
い
た
だ

き
、
各
自
で
積
み
込

み
の
う
え
、
お
持
ち

帰
り
く
だ
さ
い
。

注
意
事
項

○
樹
木
１
個
の
大
き

　
さ
は
、
長
さ
約
40 

cm
、
直
径
約
20 

cm
程
度

○
樹
木
の
運
搬
は
、
各
自
で

川
内
川
に
て
伐
採
し
た
樹
木
の
提
供

国
道
２
６
７
号
線  

　
下
殿
橋

★

下
殿
多
目
的
広
場

下
手
橋

羽
月
川

川内川

配布場所
（下手ヘリポート場）

広告

細谷法律事務所
鹿児島県弁護士会所属　弁護士　細谷  文規
出水市明神町 410（出水総合医療センター向い）

予約 ℡ 0996-79-3325（平日９時～ 18 時）

法的問題解決に全力を尽くします
個人の初回相談は無料＊

です
＊無料または民事法律扶助ご利用による

本人に負担のない方式

募
　
　
集

募
集
期
間

　
４
月
１
日
（
月
）
～
５
月
13
日
（
月
）

　
こ
の
期
間
に
合
わ
せ
、
事
業
概
要
な
ら
び

に
「
体
験
談
＆
説
明
会
」
を
開
催
し
ま
す
。

︿
青
年
海
外
協
力
隊
﹀

応
募
資
格
　
満
20
歳
～
満
39
歳
の
人

日
　
　
時
　
４
月
７
日
（
日
）
14
時
～

　
　
　
　
　
４
月
20
日
（
土
）
18
時
30
分
～

場
　
　
所
　
県
民
交
流
セ
ン
タ
ー
東
棟
４
階

︿
シ
ニ
ア
海
外
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
﹀

応
募
資
格
　
満
40
歳
～
満
69
歳
の
人

日
　
　
時
　
４
月
20
日
（
土
）
18
時
30
分
～

場
　
　
所
　
県
民
交
流
セ
ン
タ
ー
東
棟
３
階

　
応
募
時
に
語
学
ス
コ
ア
の
提
出
が
必
要
で

す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
詳
し
く
は
、
Ｊ

Ｉ
Ｃ
Ａ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://w

w
w

.jica.
go.jp

）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
九
州
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
班

☎
０
９
３
・
６
７
１
・
８
３
４
９

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
青
年
海
外
協
力
隊
・
シ
ニ

ア
海
外
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

伊
佐
市
文
化
会
館
休
館
の
お
知
ら
せ

　
音
響
設
備
改
修
工
事
の
た
め
、
３
月
31
日

（
日
）
ま
で
、
全
館
利
用
で
き
ま
せ
ん
。

　
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

教
育
委
員
会
文
化
ス
ポ
ー
ツ
課
文
化
係

☎
�
６
３
２
０

介
護
予
防
講
座（
玄
米
ダ
ン
ベ
ル
体
操
）

日
　
　
時
　
３
月
16
日
（
土
）
14
時
～
16
時

会
　
　
場

　
菱
刈
農
業
者
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

講
　
　
師
　
鈴
木
玲
子
氏

　
　
　
　
　（
東
北
福
祉
大
学
特
任
准
教
授
）

参
加
料
　
無
料

準
備
す
る
も
の

　
上
履
き
用
の
靴
、
水
分
補
給
用
の
飲
み
物

タ
オ
ル
、
玄
米
ダ
ン
ベ
ル

※
玄
米
ダ
ン
ベ
ル
を
お
持
ち
で
な
い
人
は
、

　
申
込
時
に
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

大
口
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー☎

�
２
３
７
７

菱
刈
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー☎

�
１
３
０
７

○
配
布
量
は
、
１
人
軽
ト
ラ
ッ
ク
１
台
ま
で

○
営
利
目
的
や
転
売
目
的
は
お
断
り

問
い
合
わ
せ
先

国
土
交
通
省
川
内
川
河
川
事
務
所
菱
刈
出
張

所 
 

　
　
　    

☎
�
２
４
５
９

中
小
企
業
金
融
円
滑
法
の
期
限
到
来

　
中
小
企
業
ま
た
は
住
宅
ロ
ー
ン
の
借
り
手

か
ら
貸
し
出
し
条
件
の
変
更
等
の
申
し
込
み

が
あ
っ
た
場
合
に
、
金
融
機
関
は
こ
れ
に
応

じ
る
よ
う
努
め
る
こ
と
を
主
な
内
容
と
す
る
、

中
小
企
業
金
融
円
滑
法
（
平
成
21
年
12
月
に

施
行
）
が
本
年
3
月
末
で
期
限
を
迎
え
ま
す
。

期
限
到
来
後
に
お
い
て
も
金
融
検
査
・
監
督

の
目
線
や
ス
タ
ン
ス
は
こ
れ
ま
で
と
な
ん
ら

変
わ
り
ま
せ
ん
。
金
融
機
関
に
関
し
て
も
顧

客
へ
の
対
応
方
針
が
変
わ
ら
な
い
よ
う
促
し

て
い
き
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
金
融
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（htt

p://w
w

w
.fsa.go.jp/policy/chusho/enka

tu.htm
l

）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
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誕
　
生

 

（
１
月
８
日
～
１
月
31
日
受
付
分
）

池
内
　
優ゆ
づ
き月
（
弘
志
・
麓
町
）

上
ノ
原
　
悠ゆ
う
と人
（
啓
吾
・
里
町
）

鹿
島
　
涼り
ょ
う
が雅
（
義
久
・
重
留
西
第
１
住
宅
）

北
原
　
心こ
は
る遥
（
修
一
・
中
元
町
）

新
富
　
祐ゆ
う
す
け介
（
龍
也
・
駅
前
）

谷
山
　
ひ
ま
り
（
孝
次
・
戸
切
）

二
反
田
　
煌こ
う
せ
い世
（
哲
弥
・
松
ノ
口
）

林
田
　
彩あ

こ来
（
郁
美
・
朝
日
団
地
東
）

原
口
　
神し
ん
ば葉
（
晋
作
・
徳
辺
住
宅
）

平
野
　
優ゆ
う
ま馬
（
正
男
・
上
ノ
馬
場
上
）

（
12
月
29
日
～
１
月
30
日
受
付
分
）

大
口
地
区

伊
藤
　
伶
子
　
　
　
75
　（
仲
町
）

小
倉
　
滿
子
　
　
　
67
　（
西
本
町
）

加
治
屋
　
康
雄
　
　
87
　（
西
本
町
）

後
飯
塚
　
正
之
　
　
81
　（
中
戸
切
）

坂
元
　
栄
彦
　
　
　
90
　（
山
ノ
口
）

中
原
　
光
幸
　
　
　
63
　（
上
元
町
）

長
尾
　
愛
子
　
　
　
81
　（
中
戸
切
）

早
川
　
繁
男
　
　
　
96
　（
桜
ノ
馬
場
）

原
田
平
　
文
吉
　
　
87
　（
高
校
裏
）

福
吉
　
キ
ミ
エ
　
　
92
　（
永
野
原
）

前
田
　
元
紀
　
　
　
86
　（
永
尾
）

前
畑
　
マ
ス
　
　
　
101
　（
篠
原
）

横
山
　
道
葊
　
　
　
74
　（
大
田
）

山
野
地
区

小
暮
　
昭
實
　
　
　
78
　（
本
山
野
）

中
橋
　
昭
子
　
　
　
70
　（
平
原
前
）

永
田
　
ス
エ
ノ
　
　
88
　（
五
女
木
）

西
牟
田
　
エ
イ
子
　
78
　（
布
計
）

山
下
　
シ
ヲ
　
　
　
89
　（
仲
町
）

六
田
　
政
治
　
　
　
89
　（
平
出
水
中
央
）

羽
月
地
区

大
丸
　
清
治
　
　
　
81
　（
園
田
）

神
薗
　
シ
ズ
カ
　
　
95
　（
駅
前
）

楠
　
　
　
　
　
　
　
85
　（
竜
石
）

坂
元
　
ヒ
サ
子
　
　
89
　（
上
ノ
馬
場
）

左
近
充
　
親
雄
　
　
78
　（
金
波
田
上
）

武
　
カ
ツ
子
　
　
　
73
　（
萩
谷
）

津
田
　
フ
ミ
　
　
　
92
　（
羽
山
）

日
当
瀬
　
チ
ヅ
子
　
73
　（
下
殿
）

宮
野
　
正
春
　
　
　
86
　（
富
ヶ
丘
）

村
口
　
明
　
　
　
　
85
　（
崎
山
東
）

西
太
良
地
区

礒
畑
　
護
　
　
　
　
69
　（
田
原
）

柿
ノ
迫
　
ケ
サ
ノ
　
95
　（
諏
訪
）

菅
佐
原
　
隆
　
　
　
78
　（
門
前
）

田
畑
　
タ
ミ
　
　
　
90
　（
曽
木
）

蜂
須
賀
　
サ
チ
子
　
87
　（
諏
訪
）

三
輪
　
憲
也
　
　
　
86
　（
土
瀬
戸
）

菱
刈
地
区

上
原
　
フ
ミ
　
　
　
93
　（
桜
馬
場
）

大
山
　
安
子
　
　
　
79
　（
荒
瀬
）

 

赤
崎
　
奈
美
さ
ん
（
井
手
原
）

※
時
計
寄
贈

　

子ども基地“アンファン”の「壁面絵画」

【今月の表紙】

　大口校区コミュニテ
ィ協議会主催で校区の
中心地、大口ふれあい
センター周辺を明るく
元気にするため企画さ
れ、近隣に住む幼児か
ら高校生、その保護者
らおよそ 80 人が集結。
　上段の「曽木の滝」
は、スプレーアーティ
ト“ZAK  MOON”さ
んの作品で、天に伸び
る塔は、子ども達が夢
を抱き進んでほしいと
いう願いが込められて
います。
　そして、その思いに応え、支えるように、子どもたちが
夢いっぱいの大木を描きました。（場所：旧さくらパン店舗）

上
田
中
　
ア
イ
コ
　
89
　（
花
北
上
）

亀
割
　
ム
ツ
子
　
　
92
　（
岩
坪
）

北
　
有
吉
　
　
　
　
90
　（
本
城
麓
）

千
貫
　
フ
ク
エ
　
　
96
　（
上
市
山
）

冨
永
　
タ
カ
　
　
　
102
　（
前
目
下
）

中
間
　
カ
エ
子
　
　
83
　（
花
北
上
）

永
池
　
滿
男
　
　
　
82
　（
小
川
添
）

西
元
　
一
人
　
　
　
86
　（
築
地
下
）

橋
口
　
德
見
　
　
　
90
　（
永
池
）

馬
場
園
　
正
行
　
　
92
　（
本
町
）

福
﨑
　
實
　
　
　
　
89
　（
新
拓
）

福
留
　
常
夫
　
　
　
86
　（
新
町
）

前
原
　
實
雄
　
　
　
86
　（
徳
辺
上
）

増
山
　
四
男
　
　
　
81
　（
重
留
西
）

村
原
　
レ
イ
子
　
　
91
　（
重
留
東
）

山
下
　
謙
一
　
　
　
92
　（
新
町
）

米
満
　
文
義
　
　
　
94
　（
下
手
風
呂
元
）
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口
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あ
す
な
ろ
印
刷

編
集
後
記

人口のうごき

H25. ２. １現在（前月比）

（住民基本台帳から）

総人口　29,169 人　  （－   55）
　男　　13,492 人　  （－    35 ）
　女　　15,677 人　  （－     20 ）
世帯数　14,193 世帯  （－     20 ）

◆ ◆

　
年
末
年
始
に
続
け
て
祖
母
を
亡
く
し
、
大
切

な
人
の
死
に
つ
い
て
考
え
る
機
会
が
あ
り
ま
し

た
。
流
せ
る
だ
け
の
涙
を
流
し
、
深
い
悲
し
み

も
感
じ
ま
し
た
が
、
今
自
分
が
生
き
て
い
る
こ

と
や
家
族
に
も
感
謝
で
き
ま
し
た
。
幸
せ
だ
っ

た
思
い
出
を
語
り
な
が
ら
、
少
し
ず
つ
悲
し
み

が
和
ら
い
で
い
く
の
だ
ろ
う
な
ぁ
と
思
っ
て
い

ま
す
。

　
で
も
、今
月
号
を
編
集
し
な
が
ら
、「
生
と
死
」

に
つ
い
て
考
え
る
場
面
が
多
く
あ
り
ま
し
た
。

突
然
に
人
生
を
奪
わ
れ
た
被
災
地
の
皆
さ
ん
や

悲
し
み
を
ゆ
っ
く
り
癒
す
こ
と
も
で
き
な
い
ま

ま
自
ら
の
役
目
に
ま
い
進
さ
れ
た
石
巻
の
消
防

士
さ
ん
の
話
。
被
災
地
の
今
に
つ
い
て
、「
南

三
陸
だ
よ
り
」
の
コ
ー
ナ
ー
で
も
紹
介
し
て
い

ま
す
。

　「
生
き
よ
う
」
と
願
う
人
と
は
逆
に
「
健
康

の
コ
ー
ナ
ー
」
で
は
、「
諦
め
よ
う
」
と
す
る

人
の
話
も
あ
り
ま
す
。

　
身
体
と
心
が
疲
れ
た
と
感
じ
た
ら
ま
ず
相
談

し
て
み
ま
し
ょ
う
。＂
あ
な
た
が
い
な
く
な
っ

た
ら
悲
し
む
人
が
い
る
の
だ
か
ら
＂

　
退
職
し
て
数
年
、
毎
日
の
日
課
と
い
え
ば
、
畑

に
通
う
こ
と
だ
。
季
節
の
野
菜
や
花
を
育
て
、
ま

る
で
わ
が
子
の
よ
う
だ
。
愛
情
そ
そ
ぎ
育
て
て
い

る
が
、
そ
れ
以
上
に
か
わ
い
い
の
が
「
孫
」。
学

校
帰
り
一
緒
に
畑
へ
行
く
の
も
普
段
の
風
景
。

　
じ
ぃ
じ
が
作
っ
た
野
菜
は
、
う
ま
い
ぞ
～
、
こ

の
花
も
き
れ
い
だ
ろ
う
と
あ
れ
こ
れ
作
業
し
て
い

　
友
だ
ち
の
結
婚
式
に
行
き
ま
し
た
。
モ
デ
ル
み

た
い
に
き
れ
い
な
友
だ
ち
の
旦
那
さ
ん
っ
て
ど
ん

な
人
だ
ろ
う
と
興
味
津
々
で
し
た
が
、
普
通
の
人

で
、
背
の
高
い
友
人
に
比
べ
る
と
背
も
低
い
。
誓

い
の
キ
ス
で
も
膝
を
ま
げ
る
姿
に
会
場
か
ら
は
、

少
し
笑
い
も
お
き
ま
し
た
。
照
れ
笑
い
す
る
二
人

を
見
て
、「
結
構
普
通
の
人
ね
」「
性
格
い
い
人
な

ん
じ
ゃ
な
い
」
と
一
緒
に
話
す
独
身
の
私
た
ち
。

焦
る
気
持
ち
も
薄
ら
い
だ
こ
ろ
、
年
賀
状
で
届
い

た
、
照
れ
笑
い
す
る
結
婚
式
の
写
真
。
は
ぁ
～
幸

せ
分
け
て
ほ
し
い
よ
。
　
（
羽
月
　
と
も
ち
ん
　
30
代
）

　
今
月
か
ら
、
お
便
り
の
ほ
か
に
写
真
も
投
稿
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
文
章
は
苦
手
と
い
う

人
も
身
近
に
あ
る
風
景
や
ペ
ッ
ト
の
写
真
な
ど
広

報
係
ま
で
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

ｎ
ａ
ｇ
ｏ
ｍ
ｉ
　
ｎ
ｏ
　
ｈ
ｉ
ｒ
ｏ
ｂ
ａ

和み
な ご

ｈｉｒｏｂａ

ｎｏの ひろば
ｎａｇｏｍｉ

おおお

便便便
りり ああ りりり ががが ととと

うう

和和和和和和和和和和和和和和和和和和和和和和和和和和和和和和みみみみみみみみみみみみみみみみみ和み和和み和和み和和み和和み和みみみみみ
な ごな ごな ごな ご

和
な ご

和和
な ご

和和
な ご

和和
な ご

和
な ごな ご

ｈｉｒｏｂａｈｉｒｏｂａｈｉｒｏｂａｈｉｒｏｂａ

ｎｏ

のみのみののののののののの
ひひひひひひひひひひひひろろろろろろろろろろろひろひひろひひろひひろひひろひひろひろろろろばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばば

ｎａｇｏｍｉｎａｇｏｍｉ和ｎａｇｏｍｉ和和ｎａｇｏｍｉ和ｎａｇｏｍｉ

　このコーナーでは、皆さ
んからの「お便り」や「写
真」をお待ちしています。

【投稿について】
◆お便りは、字数 200 文字
　以内。写真は、１枚につ
　き 50 文字以内。（文章は、
　必要に応じて添削する場
　合があります）
◆住所・氏名・年齢・性別・
　電話番号・ペンネーム（記
　入がない場合イニシャル
　で掲載します）を記入の
　上、市広報係までご投稿
　ください。
◆投稿は、はがき・封書・
　メールまたは直接広報係
　へ
◆締切は、毎月 10 日
※営利目的や個人、団体を
　批判・中傷するような内
　容は掲載できません。
※紙面の都合上、掲載でき
　ないこともあります。

【投稿・問い合わせ先】    
〒８９５－２５１１　
伊佐市大口里１８８８番地
市総務課広報係（大口庁舎）

「和みのひろば」係
☎�１３１１

○内　　１１１６・１１１７
koho@city.isa.lg.jp

た
ら
、
孫
が
「
じ
ぃ
じ
、
枯
れ
た
お
花
は
ち
ぎ
る

ん
だ
よ
。」
と
一
言
。
学
校
で
覚
え
た
こ
と
を
教

え
て
く
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
孫
の
成
長
に
喜
び

感
じ
る
毎
日
で
あ
る
。（
羽
月
　
も
ぐ
ら
　
60
代
）

わが家のわがまま家族　愛猫
「ぶーちゃん」のひなたぼっこ

（曽木　姉ちゃん　30 代）




